
 

 

 

 

 

 

 

 

 

世間でインフルエンザが流行っていると聞いていま

すが、まだ臼井幼稚園には流行の兆しがありません。

これも保護者の皆さまのご協力のおかげ、そして子ど

も達が毎日教室で行なっている“あいうべ体操”の  

効果、園庭遊びの後のお塩リクエスト（ミネラル補給）

の効果が見られているのかな、と思います。このまま

健康でいてくれたら、何より嬉しいことです。 

ご報告です。ご存じの方も既に多いと思いますが、

にじ組の担任渡辺由佳が体調不良により、今の予定で

は 3 月まで休職することになり、伊東恵理が担任を 

担っています。 

発表会の劇遊びが始まったばかりで、にじ組は担任

がお休みとなって、急遽劇を変更しました。本当にあ

りがたいことに、子ども達はとてもしなやかに、その

変化に対応してくれました。にじ組の劇は「一休さん」

で、異例の速さで最後まで仕上がりました。。恐るべし

伊東恵理ですね。。 

臼井幼稚園の発表会は、発表会に限らず、臼井幼稚

園の保育は担任のペースで教えていくものではないの

で、最初はなかなか進まないことがあります。今年も

例年に違わず、子ども達は 1 曲終わると、次は？次を

演じたい！と先へ先へと進みたがるのですが、表現の

深まりを私たちは求めます。場面、場面での演技の定

着が欲しいからです。スペースの使い方は二の次で、

姿勢、ポーズが各々違うことを求めます。立っている

子がいたり、座っている子がいることによって広がり

ができ、表現に深みが出てくるのです。子ども達の劇

と侮るなかれ、劇遊びは芸術です。 

 年中、年長ともなると、劇中でとても細かいことに

気付いて演じている子がいます。水の中に入るのに、

袖をまくったり、冷たさを身体で表現したり。お客様

に背中を向けて幕の中へ入って行く時も、最後まで背

中で演じ続けるように指導しています。素の、“そら組

の〇〇くん”が見えないように、伝えています。幼児

にそこまで求めるのか？と問われたら、子ども達が応

えてくれ、それ以上のものを見せてくれることがこれ

までの経験上わかっているので、求めます、と答えま

す。幼児だから、と大人が手を差し伸べ、助け過ぎる

と、つまらない子に育ってしまいます。幼稚園の教育

は劇遊びでも、一貫して子どもから学ぶ目線で行なっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表会について毎年書いていることを今年もそのま

ま記載します。是非改めてご一読頂ければ幸いです。 

＜臼井幼稚園の発表会＞ 

1 学期、2 学期で行なってきた、クリエイティブ・

ムーブメント、リズム・バリエーション、描画、壁面

製作、造形、音楽、言葉遊び、日直の当番発表まで、

すべての保育活動の集大成です。 

発表会では、子ども達と担任の弾くピアノのコラボレ

ーション、その相乗効果は感動的です。教員達のピア

ノの技術は必ずしも上手とは言い難い者もいますが、

それぞれの技術に相応しいピアノ曲を選び、5 月頃か

ら準備をしています。 

 

＜発表会の作品の作り方＞ 

① 子ども達と一緒に作る作品 

台本もなく、動きや表現を指導者が決め、子ども達

に教える活動ではありません。だから「作品作り」と 

言っています。練習にはなりません。作品のタイトル

と構成、選曲は担任が行ないますが、ひとつひとつの 

動きや台詞などは、年中や年長の場合、ほぼ 100％ 

子ども達からの提案とアイディアを取り上げています。

満 3 歳児、年少児は台詞自体が無い、或いはあっても

掛け声程度ですが、表現は子ども達がそれぞれの思い

を作品の中で表しています。だから、子ども達は自分 

達で作り上げているという意識を持っています。 

 

② 全員が主役 

臼井幼稚園の発表会では、全員が主役です。この 

時期に「主役がやりたい」という声は聞こえないはず

です。 

 

③ 普段の保育が経験になり、その延長線上に発表会 

があります。 

朝の当番発表では自分のことを友達の前で話します。

こうした日々の積み重ねが発表会に繋がります。積み

重ねとは、練習の繰り返しではありません。新たに  

生じた問題や、初めて出会う局面で、どうすべきかの

能力、「応用力」「生きる力」を育てることです。 
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④ 年少での進め方 

年少は、リズム・バリエーションを基本に作品作り

をします。これはまだまだ表現能力が育っていないた

めと、年中、年長になって、より深い表現力を身に付

けるための基礎能力になるためです。ステップは教師

が作り、上体の表現は子ども達から引き出します。 

年少の進め方は、子ども達の好きそうな、楽しそう

な場面から始めます。子ども達の関心は必ずしも物語

の最初ではありません。発表会の経験が無いから、子

ども達が楽しめる場面から行なうことで、興味を高め

る効果が生まれます。また、年少でストーリーを追い

過ぎると、子ども達の表現を十分に引き出せないから

です。子ども達の好きな場面で、十分に表現を引き出

すと、より意欲的に活動に参加してくれます。 

園長 志田 裕美子 

 

 

 

 

＜担任から今月のメッセージ＞  

3学期の誕生壁面をキリンさんにリニューアルしま

した！ 

 初めての「共同画」という方法での製作です。グルー

プみんなで1つの絵を描くので、筆はグループに1本の

み。  

「みんなで話し合って、協力して紙いっぱいに大きく

描いてね」  

ということと  

「人には得意なことと、苦手なことがあるよ。絵が苦

手な人は無理をしなくていいから、友達に苦手なんだ

って伝えてね。そしたら、得意な友達が難しいところ

をやってくれて、描きやすいところを任せてくれるは

ずだよ」  

ということを伝えました。 年長でも揉めて苦戦するこ

とがあるので、どうかな〜と思っていたのですが…ち

ゃんと「僕は絵が苦手です！」と宣言する子や、「じゃ

あ次は○○ちゃんの番だよ。ここ描いて」と指示して

くれる子もいて、私の出番は一切なし！何なら「片付

けしていいよ」と言われてしまうくらい、平和すぎて

拍子抜けしてしまいましたが、年少の時にお手伝いで

入っていた時には考えられないほど成長したみんなに、

驚かされました。  

完成した壁面を、手を洗う度に上を見ては 「このキリ

ンさんかわいいなぁ」 と自画自賛する子どもたちが 

とっても可愛いです。ぜひ機会がありましたら、ご覧

ください！  

 

 12月末から急なことだらけで、子どもたちも保護者

の皆さまにも、ご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ご

ざいません。子どもたちは急な変更にも柔軟に対応し

てくれて、感謝しかありません。 

 

 先日の発表会前参観のご参観、ありがとうございまし

た。  

「お家の人にかっこいいところ見せるぞ！」 

 と、気合いを入れすぎたのがいけなかったと反省しま 

した。元気200%でいつもより激しかったです。子ど

もたちは終わった後 「楽しかった〜」 と笑顔がたく

さん溢れておりました。本番は絶対に落ち着いてから

行こうと、決心しました。 

 

 一休さんは、知らない子がほとんどでした。 ただ、

絵本もあり、わかりやすいのか子どもたちはすぐに「面

白そうだね！」「じゃあやろうか！」とやる気満々！劇

が大好きな子が多く、ありがたい限りです。お会いし

た何人かの保護者の方にも  

「家で一休さんの歌を歌っています」 

 と教えていただきました。楽しんでいる報告、とって

も嬉しいです！ スタートダッシュが遅れている分、と

りあえず動きを作って、後から表現を深めることにし

て、どんどん猛ダッシュで進めています。この手紙が

出る頃には、エンディングまで作り終わっている頃で

しょうか？いや、そうだと信じたいです！スピード感

があり、かわいい一休さんが完成する予定です。  

 

 元気すぎて元気すぎるので、とりあえずみんなと一緒

に走る！そして迷子！で裏はドタバタしています。他

の先生たちの手を借りながら、みーんなで劇作りを行

なっています。 

 

 当日はいつもと違う環境すぎて、私も何度やっても慣

れません。子どもたちは参観の様子を見ると、緊張よ

り楽しみが勝ちそうな気がしていますが…全員がいつ

も通り演じてくれたら嬉しいです。かわいい一休さん

を楽しみにしています。 

              

伊東 恵理 

 


